
別記様式第１７号（第12条関係）

事　業　実　績　書

団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 自主防災組織の設立と防災訓練実施 決算額

視点

事業名 地域活性化応援事業 決算額

視点

事業名 正田山の環境整備 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

◎

◎

◎

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

③

・地域住民の安全のための防災意識の向上

　５４，９３２円

・諸イベントの実施・応援を行い地域の活性化　　（さばろっち着ぐるみ作製）

　５００，０９６円

・住民が憩える・活動できる場として環境整備

③正田山の環境整備 ： 小鯖地区のシンボル的存在である正田山の頂上周辺の間伐を
数年続けたこともあり、ふもとから山頂のタンクや桜がよく見えるようになり、訪れる人も増
えています。しかし、タンク表面に描いた図柄も色あせ、５年ぶりに参加の声を掛け合い
色の塗り直しをし、見事に元の図柄が蘇りました。共同作業を通して人の繋がりが出来る
よう努めます。

　２２８，００１円

①

②

小鯖地域づくり協議会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

平成28年度は、第２次｢小鯖地域づくり計画｣の終盤であることもあり、無理な事業推進は控えるように
しました。第３次「小鯖地域づくり計画」策定もスタートさせ、３回の座談会を開催し地域課題改善に
向けた取組み案を整理するとともに、「協議会」として更に望ましい体制を検討するようにしました。
各部会の事業取組みもほぼ目標達成出来たと考えていますが、委員への負担感が大きいように感じ
ていて、第３次計画推進する段階で改善するよう取り組みます。

 地区住民および各種団体が連携・協力して、豊かで住みよい安全な地域づくりを進める。

①自主防災組織の設立と防災訓練実施　：　28年度総会にて、正式に小鯖地域自主防
災会を設立しました。その後具体的取り組みを検討し、１１月初めに単位地区自主防災
会と合同で避難訓練を実施しました。要支援者の模擬避難や救助方法、対策本部等具
体的な内容を盛り込んだもので、地区住民への防災意識向上を図ることが出来ました。

②地域活性化応援事業　：　地区内のイベントにおいて、何か活性化に繋がるもので、
【人を呼び込める・子どもの思い出に残るもの】ということで昨年までは「手作りイルミネー
ション」を実施しましたが、今年度は「さばろっち」への愛着心が定着して来たこともあり着
ぐるみを作り、色々なイベントに登場させました。期待通り、児童や親子連れに大人気を
得ています。
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５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事務局の
運営体制

（今後に向けて）：合併広報紙『おさば』は地域の話題のある記事を充実させ、しっかり
読まれる広報紙作りを目指します。

（今後に向けて）：引き続き、各期において確認連絡する場で、事業の精度を更に上げ
られるような体制に取組みます。

　広報活動「正田山」

２７３，５８６円

（実施内容）： 地域づくり協議会広報紙「正田山」と交流センター広報紙「おさばだより」
を平成29年1月号より合併し、地域住民に親しみをもって読んでもらえる広報紙づくり
を目指す。

（実施時期）： 「正田山」28年5月～28年12月
合併号「おさば」29年1月～4月号

（成果・評価）：年間を通じて滞りなく事務局運営を行いました。

（今後に向けて）：第３次｢小鯖地域づくり計画｣（平成30～34年度版）を年末までにまと
め上げ、新体制の地域づくり協議会を模索して、地域づくり協議会の事業推進体制を
強化して行きます。

　ホームページ・ブログ（WEB）による地域発信事業

０円

（参加人数）：事務局及び交流センターにて　編集まとめを行い、印刷は外注業者委託
した体制で進めています。

（成果）：　地域の情報を読み易く編集し、色々詳しく伝えることが出来ました。

（評価）：　広報紙Ａ4サイズ・８ページ版として、地域の情報を１つにまとめたことで読み
易くなったとか　こんな記事を掲載して欲しい等の意見が聞かれるようになりました。

（実施時期）： 28年4月　～　29年3月

（参加人数）：専門部会のメンバー（10人）

（成果）：　部会の開催運営等は計画案の整理から始まり、最後のまとめ・反省まで予
定通り実施しました。

（評価）：－

　活動計画の実施事業

０円

（実施内容）： 部会会議の開催を計画的・効果的な運営・実施をしました。

３，９３６，４０３円

（事務員等の雇用人数）：事務局長 １名、事務局員 ２名　　計 ３名   （引継ぎ時、計４名）

（運営費の主な内容）：事務局人件費、事務費、通信費他

（実施内容）： ブログを平成27年12月中旬に立上げ、地域の情報を随時更新を実施、
公開している。

（実施時期）：更新作業は随時実施。

（参加人数）： 更新作業　1名

（成果）： 『小鯖地域づくり協議会』（ブログ版）を公開後、事務局にブログを見ての問合
せもあり、反響があると感じています。

（評価）：
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

② 「そうめん流し」とは別に、「そうめん早食い大会」を実施した。小鯖特産品そうめん
『鳴滝乃糸』を多く知ってもらう意味も含め夏まつりを盛り上げました。

７９７，７４３円

（実施内容）： 小鯖地区活性化のために、人との絆の大切さを考慮して　全世代が交
流参加が出来るイベント事業を行なうもので、28年度は下述の４件を取組みました。

（実施内容）： 第３次地域づくり計画（平成30～34年度版）策定を特別委員会形式で取
り組んでおり、29年12月までにまとめ上げます。

（今後に向けて）：29年度も、身近な情報を入れ、更に親しまれ多くアクセスされるブロ
グづくりを推進する予定です。

４０，５４４円

　新たな公共ニーズへの対応

① 夏まつり（8月）時「そうめん流し」実施しました。

③ 小鯖ゆるキャラ『さばろっち』の着ぐるみを作製し、地区の各行事で登場し、活性化
に一役担ってもらいました。（ふるさとまつりで初お披露目し、その後幼稚園、小学校竹
馬大会、山口市交通フェスタ等に参加）。

④ 小鯖の史跡・自然のテーマに「わが家の自慢」を追加して、「写真コンテスト」を７月
末から募集し　11月の小鯖ふるさとまつり時に審査発表表彰。その以降も「写真展」とし
て開催して多くの人に観覧してもらっています。

（実施時期）：28年　6月～29年　12月末まで

（成果）：下記の４件を事業として企画実施しました。

（参加人数）： 各イベント実行委員会のメンバーにより実施しました。

　地域活性化応援事業

（参加人数）：　第３次小鯖地域づくり計画策定委員会　：　１１人

（成果）： １０月末～11月にかけて３回座談会（約106人）を開催し､多くの意見要望（４６
８件）を抽出しまとめ小鯖の将来に向けた課題をまとめます。

（評価）：新たな課題・要望が見つからないが、将来の夢ある小鯖を目指しまとめます。

（今後に向けて）： 「第３次小鯖地域づくり計画(平成30～34年版）」を策定し具現化し
た計画で平成30年度から新たに推進出来るように進めます。

　コミュニティ交通調査

（実施時期）： 28年4月　～　29年3月

０円

（実施内容）：小鯖全地域におけるコミュニティ交通について検討します。

（実施時期）：－

（参加人数）：－

（評価）： 昨年度に引き続き、「写真コンテスト」及び「小鯖ゆるキャラ」のお披露目をし
た結果、関心も集まり　それぞれ好評でした。

（今後に向けて）： 定例的なイベント以外の形で企画し活性化事業を取り組んで行きま
す。前記のイベント事業は継続します。

（成果）：必要な検討課題ですが、現在運行している「小鯖コミタク」の運営状態をまず
安定化出来る方策検討を優先して進めます。

（評価）：

（今後に向けて）：今後、高齢化が進むにつれ、コミュニティ交通は重要課題になると考
えますので、充分に地域の意見を把握するようにします。
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

　地域活性化センター期成

０円

（実施内容）：色々な集いの場となるセンター（店舗､集い､避難)設立を目指し、調査検
討します。

（実施時期）：28年6月～29年12月

（評価）：－

（今後に向けて）：今後、｢第３次地域づくり計画｣の中でまとめます。

（実施内容）：地区内での活動の基になる「ボランティア意識」「参加意識」の芽生えに
なるキッカケ作りを目的にしたテーマで、若い世代を中心にした「若者の地域を想う会」
企画開催しました。

（実施時期）：29年2月17日

（参加人数）：２５人

（評価）：参加して色々な人に会えて、話が出来て良かったという声がありました。

（今後に向けて）：次年度も引き続き、若い世代に声掛けをして、研修会等を実施し
今後の小鯖地域のことを真剣に積極的に考えてくれる素地づくりを進める。

（参加人数）：－

（成果）：「新たな公共ニーズへの対応」事業の取り組みと併せて進めています。

（成果）：若い世代の参加で、色々な意見が交わされた場になった。

　人材育成促進

６，７０２円

（実施内容）：28年度推進中の各事業について、意見を言うという形態で行う。

（評価）：－

（今後に向けて）：これらの「意見・要望」を第３次「小鯖地域づくり計画」策定に反映さ
せてまとめます。

　地区総合計画の検証

３６０円

（実施時期）：28年7月～29年3月　

（参加人数）：　小鯖地域づくり計画評価委員会　：　５人

（成果）：事業内容そのものについての異議はないものの、「こどものあいさつが少ない
のは、家庭・親にも一因があるのではないか」、「子ども見守り隊の活動そのものは良い
が、父兄側に感謝の意識が少ない」「人材育成は継続して進め、何かのきっかけ作り
になるものを企画」等の意見がまとめられました。

（評価）：－

地区外広報活動

０円

（実施内容）：　小鯖地区の情報を他地区へＰＲ広報する事業とし、小鯖の知名度を上
げ、関心をもってもらうことを目指します。

（実施時期）：28年4月～29年3月

（参加人数）：－

（成果）：フリーペーパー、メディア等を利用しての地区外広報は出来なかったが、「小
鯖ガイドマップ作成」（実行委員会）活動によりガイドマップ「おさば」が完成し、PR効果
大です。
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（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果）：　「子育て支援」に関する意見交換が多く出来ました。

２４，１０８円

（評価）：地区外からも応募があり、徐々に小鯖のウォーキング事業も周知されてきまし
た。

（実施時期）：10月23日（日）

（参加人数）：　２７人

（成果）：　片道約４kmの「萩往還」ウォーキング を実施しました。

（実施内容）：萩往還（柊ー鳴滝間）の「ウォーキング」を企画しました。

　ウォーキング事業

（参加人数）：交流会　約40人

（実施時期）：「さばろっち交流広場」常時ｵｰﾌﾟﾝ。いきいきサロン連絡会は28年2月20
日開催

２０，８７４円

（実施内容）：高齢独居者を対象に、労りや栄養等を考慮した「ふれあい弁当」を届け、
元気に過ごして欲しいという気持ちで取り組んでいます。

（実施時期）：年間３回実施しました。（10月7日、12月2日、3月3日）

（参加人数）：毎回　約100食を配っています。

（今後に向けて）：楽しく、健康増進に向けたウォーキングのあり方を更に検討します。

　ふれあい配食事業

（成果）：　調理器具等を揃え、計画通り、実施しました。

（今後に向けて）：状況に応じ、アンケート調査を行い　「子育て支援」活動を充実させ
て行きます。

（参加人数）：「いきいきサロン連絡会」設置済みの12団体と設置希望の地区代表者等
の約25名が参加しました。「さばろっち交流広場」の利用者数は約６００人。

（成果）：うまくサロン活動を継続して行えるコツ等の意見交換が出来ました。が、高齢
化が進み参加しにくくなっている等の課題があると認識されました。

（評価）：この「サロン連絡会」は、情報・意見交換の場として有意義と思われます。

（評価）：各イベントにおいて、食生活改善推進員や母子保健推進員、ボランティアの
方々等の支援で予定通りの事業が実施出来、保護者にも喜んでいただきました。

（今後に向けて）：継続して活動出来るよう支援していくことが大事と考えます。

　子育て支援

２３，９２７円

（実施内容）：地区内住民の要望に応え、支障なく「子育て支援活動」が行えるようにす
る。

（実施時期）：定例会（年２回）、子育て多世代交流会　7月14日

　高齢者の生きがいづくり事業

６５，２１２円

（実施内容）：「さばろっち交流広場」促進するとともに、「いきいきサロン連絡会」開催し
ました。

（今後に向けて）：小鯖地区活性化の一端として、小鯖のＰＲ活動は継続して進めま
す。
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

（評価）：高齢者所帯においては、今後も検討して欲しいと好評でした。

（今後に向けて）：今回のサービスを参考にして充分に検討する必要があるが、次年度
も継続して進めます。

（実施時期）：　１１月６日　　開催

（参加人数）：単位地区自主防災会　約８０人　、　一般参加　約８０人

　自主防災組織設立と訓練の推進

５４，９３２円

（実施内容）：小鯖地域自主防災会として設立後、地元単位地区自主防災会と共同
で、避難訓練を実施しました。

（評価）：

（今後に向けて）：

　高齢者サポート事業

７，０８４円

（実施内容）：子どもや高齢者が心豊かに過ごせる地域を目指し、高齢者に対する買
物支援、ゴミ出し支援等の地域住民の助け合い活動の有無を調査・実施し、今後の課
題として提言出来るように取り組みます。

（実施時期）：聞き取り調査　６月～８月、草刈り・ゴミ出し８月初旬、粗大ゴミ等12月中
旬

（参加人数）：部会メンバー　10人

（成果）：今回は、草刈り・ゴミ出し（３件）　粗大ごみ処理他（１件）の依頼に対応しました。

　小鯖地区敬老会

０円

（実施内容）：28年度は単位自治会での敬老会開催により費用助成していません。

（実施時期）：

（参加人数）：

（成果）：　

（今後に向けて）：アンケート調査をし、食中毒、献立内容や配食回数を検討し　継続し
て取り組んで行きます。

　見守り訪問活動の充実

０円

（評価）：少ない配食回数ですが、非常に喜ばれている事業になっています。

（今後に向けて）：今後も年１回は研修を続け、資質の向上に努めます。

（実施内容）：70歳以上独居者及び高齢者夫婦や気になる方を訪問活動および地区
会議・研修を実施しました。

（実施時期）：28年7月3日　　小地区見守り合同研修会（民児協、自治会、社協、福祉
員）

（参加人数）：約８０人

（成果）：定期的な訪問、周辺住民による見守り活動で独居者の安否が確認されます。

（評価）：日頃から独居者の安否が確認され、有意義な活動となっています。
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）：　－

（今後に向けて）：今後も災害ボランティア隊員募集を進め、地元に限らず、他地区の
災害ボランティア支援には積極的に参加予定です。

６８，５８０円

（実施内容）：災害ボランティア隊員を募る共に、災害箇所に出向き支援活動が主目的
であるが、本年は支援活動がなかった。災害時誘導に有効的に活用できるトランシー
バーを購入に充てました。

（参加人数）：部会メンバー　７人

（成果）：交通安全に腐心し、あいさつの交流が増してきました。

（評価）：交通安全協会委員を中心とした　朝の指導は安心の絆を広めています。

（実施時期）：交通安全旗の補充を行い、子供の通学時間帯を主として立哨指導して
います。

（参加人数）：　２０人

（成果）：防災研修等と兼ね、平成23年7月災害発生現場の研修を行いました。

（実施時期）：避難訓練実施時に購入。

（参加人数）：－

３６，５６７円

（実施内容）：市内の地震断層痕跡や災害被災地の現地視察を実施しました。

（実施時期）：３月25日

０円

（実施内容）：小鯖地区内の災害弱者を把握するとともに、要支援者と支援者を特定
し、災害時１人も犠牲者を出さぬよう　地区内における住民の安全確保に万全を期す
る体制を作ります。

　災害弱者への対応

（今後に向けて）：次年度以降も、災害発生防止に向けて計画的に取り組みます。

　交通安全運動徹底

８３６円

（実施内容）：安全運転、安全歩行の意識をより喚起向上させるために、各地区の立哨
者がベストやタスキを着用して啓発活動に努めています。

　災害発生防止対策

（実施時期）：　7月3日に研修会を実施

（参加人数）：民児協、自治会、社協、福祉員の関係者約８０名

（成果）：本年は「災害弱者支援カード」を作成配布しませんでした。

（評価）：－

（評価）：　関係者間では、現時点における最新情報の共有化は出来ています。

（今後に向けて）：定期的に情報更新をしながら、継続的に行います。

（成果）：避難誘導、状況や本部体制のシュミレーション等も含め実施しました。

（評価）：災害時避難所での心得、知識について理解し易かったと評価されています。

（今後に向けて）：普段から色々な形で継続して自主防災に関する体験訓練を推進し
ます。

　災害ボランティア事業の会の充実

（成果）：避難訓練時（11月）、本部と避難誘導者との連絡に使用。
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（５）環境づくり

事業名

事業費

（参加人数）：　現在登録の会員数は　約９５人です。

（成果）：啓発活動を進めていますが、冬季時期の見守り活動では、現在着用のベスト
では寒いという声が上がり、冬用ジャンパーを新調しました。また雨風に曝されている
『幟』も次々ボロボロになり新調しました。

（今後に向けて）：交通安全運動期間中に　ベスト等を着用し交通危険箇所を巡回して
安全意識を高めるよう努めます。

　子供の見守り活動

２６４，９９２円

（実施時期）：28年4月～29年3月

　避難時必要資材充足

５１９，７３１円

（実施内容）：自主防災及び避難に関連した資材補充の取り組みを行います。

（実施時期）：28年4月～29年3月

（評価）：

（今後に向けて）：次年度以降も継続して消防団支援を取り組みます。

　防火防犯対策

（実施内容）：小鯖地区の消防団員の新規募集等を進め体制維持を進めます。

（評価）：－

（今後に向けて）：避難時に必要と思われる資材を主に補充していくよう進めます。

（今後に向けて）：空家の防火防犯上の具体策に向けて検討を進めます。

０円

（実施内容）：空家問題が防火防犯の一因でもあり　まず空家等の調査を実施し対策を
検討します。

（実施時期）：　－

（参加人数）：　－

（成果）：山口市にて空家調査が行なわれたこともあり、協議会では空家調査を実施し
ないことにしました。

（評価）：　－

（参加人数）：　　－

（成果）：簡易担架・非常食・反射ベスト・包帯・救急三角巾等を購入しました。

（実施時期）：　防災機材購入　28年12月

（参加人数）：　－

（成果）：今年度は防災時使用のシート保持の機材を購入しました。

　消防団の支援促進

２３，７６０円

（今後に向けて）：子供を大事にする気持ちで、継続して取り組みます。

（評価）：小鯖小学校通学者の登校下校時の安全を見守る活動で地区住民からは一
様に感謝されています。

（実施内容）：小鯖っ子の登下校時の安全を期し、見守り活動を行っています。

　花いっぱい運動（花壇整備）

１１２，９８９円
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（今後に向けて）：観光地、野良猫等の問題については、解決に向けて継続して協議し
て行くと共に公園､プ－ルの整備を継続して進めます。

　正田山の環境整備

２２８，００１円

（実施内容）： 小鯖地区中心にある正田山頂上のタンク壁面に描いた図柄が色あせた
ことと一部の図柄が意匠登録上好ましくないのではという指摘もあり色塗りをすることに
しました。

（実施時期）： 28年10月

（参加人数）： ２６人

（成果）： 今年度は１階部分の色塗りを行い、一部の図柄をつぶし、その部分に『さば
ろっち』の図柄３体を描きました。

鳴滝公園の観光地化

６，８２３円

（実施内容）：鳴滝公園の管理及び環境整備について取り組みます。

（実施時期）：随時、山口市観光整備課と協議を進めています。

（参加人数）：7月中旬に消防団による鳴滝親水プールの砂上げ、ボランティア約２０名
参加でプール周辺草刈り整備しました。

（今後に向けて）： 環境美化事業は次年度以降も継続して実施します。前項と同様
に、広く認識してもらうために、広報紙「おさば」以外による広報活動も併せて検討しま
す。

（今後に向けて）： 環境美化事業は次年度以降も継続して実施します。広く認識しても
らうために、広報紙「おさば」以外による広報活動も併せて検討します。

２０６，６８５円

（評価）： 花壇・花植えの取組みは子ども会活動が主となっていて、この取組みの主目
的から外れて来ている感があり、次年度から地区内に自治会等団体の取組みで「花
いっぱいの小鯖」を目指します。

（成果）：鳴滝親水プールオープンや鳴滝公園の草刈り等整備も行い、夏時期は多く
の親子連れの姿がありました。

（成果）： 団体数として、前年度と同等

（評価）： 小鯖地区全体として、色々な清掃活動により結構一年を通して整備されてい
ます。本取組みも、定着して来ていると思います。

（評価）：山口市と継続して協議して、環境整備管理の検討が必要です。

（実施時期）： 28年4月～28年12月　（6月、11月には、萩往還・郡境地区の草刈りも実
施）

（参加人数）： 延べ３２地区　（２回申請　１２地区）

（実施内容）： 小鯖地区内の環境美化を目的とし、町内会に公共の花壇整備費として
上限10,000円内で　申請額の10割を助成するものです。

（実施内容）： 小鯖地区内の環境美化を目的として、地区単位での清掃活動に対して
１回5000円（上限）を助成するもので、　年２回まで申請受付をします。

（実施時期）： 28年4月～29年2月

（参加人数）： 延べ２０団体

（成果）：団体数として、前年度並みの活動

　一斉清掃活動

9 / 11 ページ



事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出
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事業概要 （参加人数）：　約800人

（実施時期）：28年4月　～　29年3月

（参加人数）：小学校全児童　及び地区住民

（成果）：　児童（183点）、一般（15点）と多くの標語応募があり、児童７点、一般３点の
入選作品を表彰しましたが、今年は掲示を中止しました。

（実施時期）：　28年8月8日（土）

（評価）：　運動会の運営について見直しが必要という声が聞かれました。

（実施時期）：　28年4月27日

　あいさつ運動の推進

（今後に向けて）：次年度も予算上支障なく、申請要望があれば設置予定です。

　小鯖夏まつり

３６０，０００円

（実施内容）：盆踊り、歌等を通して地域の方々と交流出来る｢世代を超えた交流の場｣
として｢小鯖夏まつり｣を実施します。

１３，７１６円

（実施内容）：地域全体で取り組めるような「あいさつ運動」の推進を図ります。

（成果）：継続して、昔の遊び、竹馬、自主防災等の競技は実施しました。

（評価）：あいさつ標語募集については反響があるものの、登下校時の「見守り隊」の声
を聞くと実態はあいさつをする子が少ない状況にある。

（参加人数）：　約600人

５０，０００円

（評価）： 正田山タンクの絵図柄がくっきりと浮び上がり、タンク周辺を再び憩いの場に
することが出来ました。

（今後に向けて）： 次年度は、タンク２階部分の色直しを計画しています。２９年度中に
トイレの整備も行なわれ、正田山山頂一帯が憩いの場になり多くの人が訪れることを期
待します。

（実施内容）：市道、里道との三叉路に反射鏡の要望依頼があり、安全面から承認設置
しました。

（実施時期）：　28年10月

（評価）：

（参加人数）：　

（成果）：　１件　承認対応しました。

　反射鏡設置

（今後に向けて）：　徐々に子ども、若者が少なく、高齢者増の現状を踏まえた運動会
を検討すべき時期にきていると考えます。

（今後に向けて）：継続の必要性があるものの、家庭内・親とのあいさつが出来ていない
との声もあり、今後は取組み方法も検討が必要。

　三世代交流大運動会　伝統行事の継承

０円

（実施内容）：運動会競技の中で新たに必要用具を準備する計画がないために、今年
度は助成を取りやめました。
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（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

　ニュースポーツの振興

　青少年の健全育成

１０５，４３２円

（実施内容）：小鯖・大内地区学徒による「教育ネット」の一連の活動助成及び小学校
歴史民族資料室パンフレット作成しました。

（今後に向けて）：　新年度においては、広報紙｢正田山｣等を活用し、各スポーツ器具
の紹介やその利用促進を図って行きます。

（今後に向けて）：今後も久しぶりに帰省した家族とともに、子供の参加を促進するよう
な　楽しい雰囲気の｢夏まつり｣になるよう取り組んで行きます。

　小鯖ふるさとまつり

２７０，０００円

（実施内容）：地域交流センター館内外、幼稚園広場等を利用し、各利用団体の学習
発表や地域交流の場として　みんなが楽しく集えるふるさとまつりにしました。

（評価）：　ノルディックウォーキングは全身運動に良いこともあり更に愛好者が増え、し
ばしば地区内でもウォーキングの光景を見るようになりました。

（実施時期）：28年4月　～　29年3月

（参加人数）：　―

（成果）：「あいさつ運動」垂れ幕を作製し、意識向上させる。また外部からの見学者の
多い小鯖歴史民族資料の紹介するパンフレットを作成しました。

（評価）：　―

（実施時期）：28年11月18日（日）

（参加人数）：約600人

（成果）：イベント費用助成。　　天候にも恵まれ参加者は多かったように思われます。
ぶっくんコーナー、科学実験コーナー等も好評で子供の来場者にも喜ばれました。『さ
ばろっち』着ぐるみのお披露目の場にもなり、多くの子どもに注目を浴びました。

（評価）：今年も中学校のボランティア参加によるまつり運営をしました。また小学校の
協力を得て、小学生の標語・絵の作品展示を行うことが出来、新規の展示団体、協力
団体が増えました。

（今後に向けて）：学習発表団体は減少傾向にあるが、イベント内容も充実させていき、
今後は幼稚園・ＪＡとも連携して一緒に地域のまつりを盛り上げたいと思います。

（成果）：　イベント費用助成

（評価）：　　―

（今後に向けて）：次年度も教育ネットと連携しながら健全育成を推進します。

１７，６６４円

（実施内容）：地区住民の健康増進、交流を目指すもので、これまでにも、キンボール、
カローリング等のニュースポーツを取り入れ、昨年に引き続き、ノルディックウオーキン
グを取り上げました。

（実施時期）：　10月29日　

（参加人数）：　　２５人

（成果）：　講師を招きノルディックウォーキング講習会を開催し、実際に約４ｋｍを歩き
汗をかきました。
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